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長畑 萌
摂食障害は体重増加への恐怖，自己の身体に関する歪んだ認知，異常な食行動を主症状とす
る精神疾患である。発症および維持要因の1つとして，身体や食物など，疾患と関連する情報へ
の注意の偏りが注目されており，これまで様々な実験心理学のパラダイムで検討が行われてきた。
本論文においては，このうち最も古くから用いられ，多くの論文で取り上げられている情動スト
ループ課題のパラダイムで行われてきた研究の知見を紹介し，その現状と課題について考察を
行った。
情動ストループ課題では，疾患と関連する語と疾患と関連しない語を様々な色のインクで書き，
インクの色を答えさせたときの所要時間を測定する。このとき臨床群では後者に比べ，前者でよ
り反応に時間がかかる。あるいは2条件間の差が，対照群に比べて臨床群で大きくなることが観
察される。これは臨床群においては疾患に関連する語が情動を強く喚起し，注意が引き付けられ
るためと考えられている。
摂食障害については，身体や食物に関する刺激語によるストループ効果が確認されており，刺
激に単語ではなく画像を用いるといった発展的な試みも行われている。しかし，Anorexia 
Nervosa，Bulimia Nervosa等の診断の下位分類，心理特性の高低や入院期間等によりストルー
プ効果が異なるとの見解，治療によりストループ効果が軽減するとの見解については意見が分か
れており，統一的な結論が得られていない。また，健常者を対象とした摂食障害のアナログ研究
においても，身体や食物に関する刺激による情動ストループ効果が多数報告されている。摂食障
害傾向の高低とストループ効果との関連については意見が分かれているが，疾患と関連したプラ
イミングを行うことによりストループ効果が強められることが指摘されている。近年では予防の
ための試みとして，ストループ効果の大きさから摂食障害罹患の危険性を予測できる可能性につ
いて検討がなされている。
多くの研究において，摂食障害の患者と健常者との間で，身体や食物，摂食に関する刺激によ
るストループ効果が異なることが示されている。しかしながら，臨床群の下位分類や心理特性，
治療による変化，健常者の心理特性による差異，プライミングの影響等については研究により様々
に異なり，未だ統一した見解が得られているとは言い難い。摂食障害を鑑別するツールとしての
情動ストループ課題の活用については，現時点では難しく，今後の詳細な検討が必要であると言
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わざるを得ない。しかしながら，質問紙法では捉えきれない心の動きについて，情動ストループ
課題で検討できる可能性を示した研究結果もあり，その病因やメカニズムについて理解を深める
目的であれば，情動ストループ課題は現時点でも十分に有効であると思われる。
